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Ⅰ．はじめに

　近年、経済成長、社会情勢の変化に伴い、私たちの
食生活は脂質の摂りすぎと炭水化物や野菜の摂取量の
減少が顕著になり、さらに不規則な食事形態になった
といわれている。そして、肥満や生活習慣病の増加、
過度の痩身志向、偏食や朝食欠食による栄養不足やバ
ランスの悪い食生活、食品の安全・安心など、身体の
健康・栄養に関する問題点が多くの人々に指摘されて
いる。このままでは若い世代にまで、生活習慣病の広
がることが危惧され、健康で長寿を目指すためには食
生活の改善、正しい食に関する知識の普及、啓発が急
務である。
　その中で、子どもたちが自ら望ましい食生活をする
ことが出来るように、栄養に関する知識を子どもたち
が楽しく身に付けるにはどうすればよいかを考え、愛
知教育大学において食育キャラクター「食まるファ
イブ」が誕生した。教育現場での食育劇上演や様々な
グッズによる「食まるファイブ」のアピールにより、
子どもたちの食への関心が高まり、食生活改善に有効
であるという評価を得ている。１）２）３）

　本研究では、刈谷市のコラボ60実行委員会と愛知教
育大学の協働により、「刈谷市制60周年記念市民公募
事業」（コラボ60）に参加し、「食まるファイブ」を活
用した食育推進活動を行うことで食育における「食ま
るファイブ」の更なる活用の可能性を探りたいと考え
た。そして、愛知教育大学との協働により、刈谷市民
に食育情報発信の量を増加させ、会員の意識・資質の
向上をさらに図ることが出来ると考えた。

Ⅱ．研究方法

１．刈谷市制60周年記念市民公募事業への参加
（1）刈谷市制60周年記念市民公募事業とは
　①�テーマ：新しい刈谷の創造、市民の参加と協働、

地域文化の継承と発展
　②�概要：テーマに沿った事業で、かつ市民が企画・

運営・実施する事業に対して補助金を交付し、市
制60周年を契機に共存・協働のまちづくりへの機
運を高めることを目的とする。

　③�補助対象事業：『イベント』、『まちづくり』の２つ
のセクションがある。刈谷市内の地域文化、人材
など地域資源の活用を図り、共存・協働のまちづ
くりを推進するものであり、独創性・先駆性があ
り、発展・継続性が見込まれる事業

　④�実施期間：平成22年4月1日～平成23年3月31日
までの間に実施する事業

　⑤�応募要件：自ら主体的に実施する事業、広く市民
が参加できる事業、刈谷市内で開催する事業、新
規の事業、または、既存であるが新しい試みが加
えられている事業

　⑥�補助額・補助基準：会場借上料市内公共施設を利
用100％、消耗品費、PR費、講師謝礼　50％

　⑦�公募事業申込書の提出：申込書、事業提案書、収
支予算書、団体概要を記載し、提出する。

　⑧�審査方法：第1次審査は書類選考、第2次審査は公
開プレゼンテーションである。

　⑨�事業完了報告書提出：事業完了1カ月以内か平成
23年3月31日のどちらか早い日まで
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（2）参加動機
　本事業に参加したのは、愛知教育大学西村研究室考
案の食育キャラクター「食まるファイブ」が刈谷市内
の小学校の食育で活用され、子どもたちが楽しく食
事のことを学んでいると聞いていたこと、また、産業
まつり会場で日高小学校の先生と児童の劇「しょくま
るーメタボ軍をやっつけろ！―」を見たことでげんき
サポーター（刈谷市食生活改善推進員）の有志が感動
したからである。
　この感動をいかに私たちらしく伝えるにはどうすれ
ばよいかと思っていた時に、この市民公募事業を知っ
た。私たちが今まで行ってきた料理実習の活動を通し
て、愛知教育大学との協働により、このキャラクター
の存在を多くの人に伝え、食生活改善や健康づくりに
活かし、刈谷市の子どもから高齢者までが健康で元気
に生活することができれば、住みやすいまちづくりに
貢献できると考えた。

（3）提案理由
　刈谷市制60周年記念市民公募事業に応募した際の提
案理由は以下の通りである。
　『経済成長、社会情勢の変化に伴い、私たちの食生活
は脂質の摂りすぎと炭水化物や野菜の摂取量の減少が
顕著になり、さらに不規則な食事形態になってしまっ
た。このままでは若い世代にまで、生活習慣病が襲い、
危機感を抱かざるをえない。健康のまま寿命を伸ばせ
る様に食生活の改善、正しい知識の普及、啓発が急務
である。
　愛知教育大学との協働により、食育推進活動がさら
に充実する。また、食育推進に取り組んでいる食品産
業関係者と連携することで、市民に食育情報発信の量
の増加が期待できる。さらに、会員の意識・資質の向
上も図ることが出来る。』

（4）公開審査及び結果
　平成21年11月2日に事業申込書を提出した。11月28
日に第2次審査（公開企画案説明会）に臨んだ。今回
の記念事業の位置づけである市制60周年を契機に「共
存・協働のまちづくり」に向けた機運が高まる事業内
容にし、協働のすばらしさ、楽しさ、食育推進活動の
広がりへの期待をこめた。発表時には協働相手の愛知
教育大学西村研究室考案の「食まるファイブ」の手袋
をはめ、エプロンを着け、プレゼンテーションを行った。
　審査は共存・協働のまちづくり推進委員会委員によ
り行われた。審査の視点は『自分ごとの目』・『つながり
の目』・『まちづくりの目』である。審査の基準は『主
体性』・『発展継続性』・『参加共存性』・『協働度』・『伝
達度』・『公益性』・『独創性』・『実現性』・『啓発度』・
『育成度』である。
　図1に示すように、得点分布レーダーチャートとし
て、各項目を1～10ポイントで評価され、総合得点71.27
点、総合順位3位となり、採択された。

２．実行委員会の立ち上げ
　公開審査結果を踏まえ、「げんきサポーターコラボ
60実行委員会」を立ち上げ、食生活改善推進員の中か
ら、37名が実行委員登録をした。実行委員にはこの刈
谷市制60周年記念市民公募事業の趣旨、『「食まるファ
イブ」と一緒にバランスのよい食生活をしましょう！』
の事業内容の把握及び実行委員間の意思疎通が重要で
あると考え、実行委員会を多く開催した。さらに、事
業を実施するにあたり、実行委員が「食まるファイブ」
についての知識、バランスガイドについての正しい知
識を身につける必要があると考え、事前研修を行うこ
ととした。

３．事業実施計画
　本事業は以下のように行った。実施場所は全て刈谷
市総合文化センターの研修室及び調理実習室である。
研修時には写真3、5、9に示した愛知県農林水産部食
育推進課より借用した食事バランスガイドの「タペス
トリー」を活用した。

（1）げんきサポーターの事前研修会の開催
 ① 1回目－平成22年5月26日（水）
　�　西村敬子による「食まるファイブとは？バランス
ガイドについて」の研修を行い、その後、資料1に
示したレシピによる料理実習を行った。

 ② 2回目－平成22年6月29日（火）
　�　管理栄養士・竹内義政氏による ｢食まるファイブ
と一緒にバランスのよい食生活をしましょう！　～
基本の献立～」の研修を行い、その後、資料２に示
したレシピによる料理実習を行った。

 ③ 3回目－平成22年12月10日（金）
　�　西村敬子による「食まるファイブとは？バランス
ガイドについて　～大根の話～」の研修を行い、そ
の後資料３に示したレシピによる料理実習を行った。

（2）一般向け事業の実施
　一般市民向けに以下の事業を行った。本事業の募集
パンフレットは資料４及び５の通りである。

図１　得点レーダーチャート
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 ① 1回目－平成22年8月22日（日）
　�　｢食まるファイブってなあに？バランスガイドに
ついて｣ 学んだ後、資料２に示したレシピによる料
理実習を行った。
 ② 2回目－平成23年1月28日（金）
　�　｢食まるファイブってなあに？バランスガイドに
ついて｣ 学んだ後、資料３に示したレシピによる料
理実習を行った。

（3）親子向け事業の実施
　親子向けに以下の事業を行った。本事業の募集パン
フレットは資料４及び５の通りである。
 ① １回目－平成22年8月26日（木）
　�　｢食まるファイブってなあに？　バランスガイド
について｣ 親子で学んだ後、資料１に示したレシピ
による料理実習を行った。
 ② ２回目－平成23年1月30日（日）
　�　｢食まるファイブってなあに？　バランスガイド
について｣ 親子で学んだ後、資料１に示したレシピ
による料理実習を行った。今回は子どもたちに「食
まるファイブ」を紹介するため『しょくまる－メタ
ボ軍をやっつけろ－』という紙芝居を上演した。

Ⅲ．結果及び考察

１．げんきサポーター事前研修の結果
　実行委員会を25回開催し、事前研修会を3回行った。
　平成22年5月26日（水）に、西村敬子がげんきサ
ポーターを対象に「食まるファイブとは？バランスガ
イドについて」の演題で講演し、その後、資料１に示
すレシピで料理実習を行った。（写真１、２）
　参加者は36名であった。研修の結果、げんきサポー
ターは「食まるファイブ」の誕生から今までの活躍ぶ
りを知ることができた。また、絵本、ランチョンマッ
ト、エプロンなどグッズの多さにもびっくりし、キャ
ラクターの活用範囲が大きいことも分かった。「食ま
るファイブ」と「バランスガイドのコマ」を結びつけ
ることでわかりやすくバランスの良い食生活について
説明できることが分かった。さらに食事をする際に五
感で感じることが大切であることを実感した。
　料理実習では、キッシュ料理に、切り干し大根を使
うことにびっくりする人も多くおり、刈谷市の特産で
ある切り干し大根のレパートリーが増えたことはうれ
しいことであった。地産地消についても考えることが
出来た。ひじきのきんぴらもしょうゆ味ではなく、オ
イスターソースを使うことに新鮮さがあり、好評で
あったが、塩味が濃いこともわかり、次回への反省と
なり、分量修正をすることができた。
　平成22年6月29日（火）には管理栄養士　竹内義政
氏による講演 ｢バランスのよい食生活をしましょう～
基本の献立～」を行い、その後、資料２に示すレシピ

で料理実習を行った。
　参加者は39名であった。その結果、基本の献立を考
えることはバランスも考えることであることを再認識
することができた。主食、主菜、副菜の考えをバラン
スガイドを通して、伝えることの大切さを感じ、本事
業に活かす方法を学ぶことができた。
　また料理実習では、豚肉のしゃぶしゃぶの方法につ
いて一般向けの事業実施の際に受講者にしっかりと伝
えることができるよう、実習できた。野菜の分量、ド
レッシング分量についても検討することができた。
　平成22年12月10日（金）には西村敬子が「食まる
ファイブとは？　バランスガイドについて～大根の話
～」の演題で講演し、その後、資料３に示すレシピに
よる料理実習を行った。
　参加者は32名であった。研修の結果、刈谷市特産の
大根の話について学んだことで、改めて刈谷の農業に
ついて考えることができた。また大根料理のアイデア
や食まるファイブについてさらに知ることで、後半の
事業に向けての意欲が高まった。

２．一般向け事業の実施結果
（1）１回目－平成22年８月22日（日）
　参加者は受講者31名（女性25名、男性5名、30～40
歳代3名、50歳代2名、60歳以上24名）、実行委員16
名であった。受講者の多くが60歳以上であり、高齢者

写真１　げんきサポーターの研修風景

写真2　げんきサポーターの料理実習
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の食への関心の高さが伺えた。受講者は食事バランス
ガイドや食まるファイブについて講習を受けた後、資
料２のレシピで料理実習を行った。（写真３、４）
　受講者へのアンケート結果から、参加してよかった
こととして、「バランスガイドを知ったこと」とする者
が73％いた。食まるファイブを知らない者は63％で
あったが、受講者全員が「今後自分の食生活の中で、
食まるファイブやバランスガイドを活用していく」と
回答した。その他、「このような会に初めて参加しすご
くよかった」、「毎日の食事の大切さを改めて感じた」、
「旬の野菜を使ってバランスのとれた食事を考えてい
きたい」、「食育の大切さを痛感した」などの感想が見
られた。
（2）２回目－平成23年1月28日（金）
　参加者は受講者27名（女性26名、男性１名、20～40
歳代11名、50歳以上16名）、実行委員19名であった。
1回目より、若い層の参加が増加した。受講者は食事バ
ランスガイドや食まるファイブについて講習を受けた
後、資料３のレシピで料理実習を行った。（写真５、６）
　受講者へのアンケートの結果、食まるファイブを
知っている者が67％いた。子どもを通して食まるファ
イブを知っていたと考えられる。参加して良かったこ
ととして「バランスガイドと基本の献立を知ったこ
と」とした者が74％であった。受講者全員が「今後自
分の食生活の中で、食まるファイブやバランスガイド
を活用していく」と回答した。その他、「食まるファ

イブがとてもわかりやすく、どんどん広めてほしい」、
「食生活が健康を保つ上でとても大切だと改めて思っ
た」、「バランスよく食べることをこれからも気をつけ
たい」、「材料の組み合わせが勉強になった」などの感
想が見られた。

３．親子向け事業の実施
（1）1回目－平成22年8月26日（木）
　チラシと刈谷市民だよりによる募集により、34組の
親子（86名）の応募があった。抽選により21組（53
名）を選んだが、当日の受講者は19組（30～40歳代の
女性47名、4～11歳の子ども28名）、実行委員22名で
あった。受講者は食事バランスガイドや食まるファイ
ブについて講習を受けた後、資料１のレシピで料理実
習を行った。（写真７、８）
　受講者の親へのアンケートの結果、食まるファイブ
を知っている者は37％であった。参加して良かったこ
ととして、「料理を作ったこと」とした者が84％、「食
まるファイブを知ったこと」とした者が53％であっ
た。受講者全員が「今後自分の食生活の中で、食まる
ファイブやバランスガイドを活用していく」と回答し
た。その他、「お料理をがんばっていましたが、子ども
たちがだんだん野菜嫌いになって、夕食が1品だけの
日が増えました。また、これからがんばります」、「今
後、バランスを考えて料理をしたい」、「毎日時間がな
いが、がんばってバランスガイドを活用して食育をし

写真４　1回目一般受講者の料理実習風景

写真３　1回目一般受講者の研修風景

写真6　2回目一般受講者の料理実習風景

写真5　2回目一般受講者の研修風景
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ていこうと思う」、「切干大根は普段食べてくれない娘
もキッシュだと食べていました。調理方法を工夫する
努力も必要ですね」などと、親子での参加ならではの
感想が見られた。
（2）2回目－平成23年1月30日（金）
　チラシと市民だよりによる募集により、46組（103
名）の応募があった。抽選により21組（47名）を選ん
だが、当日の受講者は16組（30～40歳代の女性14名、
40歳代の男性2名、5～10歳の子ども21名）、実行委員
12名であった。受講者は食事バランスガイドや食まる
ファイブについて講習を受けた後、資料１のレシピで
料理実習を行った。
　受講者のアンケート結果から、食まるファイブを
知っている者は56％であった。参加して良かったこと
として、「料理を作ったこと」とした者が88％であっ
た。また、「食まるファイブと基本の献立を知ったこ
と」とした者は44％であった。受講者全員が「今後
自分の食生活の中で、食まるファイブやバランスガイ
ドを活用していく」と回答した。その他、親の感想と
して「食まるファイブを知って、子どもと一緒に料理
が出来てよかった」、「これをきっかけに料理や食べ物
に興味を持ってほしいと思った」、「子どもより親が関
心を持たないと、普段の食生活は変わらないと思う」、
「普段は忙しくて手伝いをさせる機会がないけど、今
日は一緒に料理ができてよかった」、「子どもが食事の
用意をしたい時は、面倒だと思わないでやらせたい」、

「5色を常に意識していきたいです」が見られた。子ど
もたちから「バランスよく食べないといけないことが
分かった」（2年生）「今日作ったのは食まるファイブ
がみんな集まった料理だったので、おいしかった」（3
年生）、「かみしばいがおもしろかった」（年中）などの
感想が寄せられた。（写真9、10）
　本取り組みはげんきサポーターコラボ60実行委員、
愛知教育大学西村敬子だけでなく刈谷市農政課、健康
課、愛知中央ヤクルト販売㈱の協働により行われた。
個々の団体の活動でなく幅広い協力による活動は、
様々な視点から食育を見直すことが出来たと考える。
　また本事業の実施により、刈谷市民の方々に「食ま
るファイブ」を活用した食育の有効性を感じてもらえ
た。参加してくれた子どもたちの中には「食まるファ
イブ」をよく知っている子どもがおり、刈谷市の小学
校において「食まるファイブ」を活用した食育が行わ
れていることが分かった。本事業を計画した我々に
とってもバランスのよい食生活の重要性をどのように
伝えていけばよいかについて、さらに学ぶ機会が得ら
れた。
　また、本事業の様子は以下のように紹介された。
Ａ�．東海農政局・安全部消費生活課（食育）発行の「と
うかい食育推進だより」平成22年⑨月号（第33号）
に掲載　資料６
Ｂ�．内閣府の食育推進ホームページに事業実施内容を
平成22年度活動紹介として掲載

写真7　1回目親子受講者の研修風景

写真8　1回目親子受講者の料理実習風景 写真10　食まる紙芝居の上演

写真9　2回目親子受講者の研修風景
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Ｃ．ケーブルテレビキャッチの取材
　「クローズアップ碧海」10分番組として放映
　今日のニュースとして放映
Ｄ．ビデオ広報かりや№.74　平成23年度　第2号
Ｅ�．市民だより　かりや　No. 2025 2011.3.1 p. 2　（資
料７）

　食の問題が指摘される中、問題解決のために国は平
成17年6月に『食育基本法』を制定し、平成18年3月
『食育推進基本計画』を策定した。愛知県においても平
成18年11月に県の食育推進計画『あいち食育いきい
きプラン』を策定している。刈谷市では平成23年3月
に「全ての市民が食育を通じて豊かな人間性を育み、
いきいきと暮らすことができるよう、『食』に関する
取り組みを総合的に推進するため『刈谷市食育推進計
画』を策定」した。基本理念は図2のとおりである。
基本理念の実現に向けて、4つの重点プログラムを設
定している。
　 1．�子どもの対する栄養バランスについての知識の

普及
　 ２．�親子で料理・作物栽培をする機会の創出
　 ３．�若年層（次代の親世代）への「食育」の啓発
　 ４．�連携による食育の普及
　そして、 ４．の中では愛知教育大学との連携により
刈谷市生まれの「しょくまるファイブ」を活用した食
育普及活動をめざすとされている。
　また、食育推進のために、「市民だより　かりや」の
2011年4月～2012年3月まで食まるたちの紹介記事が
掲載される等、協働による食育の推進が期待されてい
る。これらを踏まえ、刈谷市げんきサポーターの有志
と愛知教育大学の西村敬子が協働して本事業を行った
ことで、刈谷市民の食生活向上のために役立ったと考
える。

Ⅳ．まとめ

　刈谷市制60周年記念市民公募事業「コラボ60」にお
いて刈谷市げんきサポーターの有志と愛知教育大学の
西村敬子が協働し、愛知教育大学の食育キャラクター
「食まるファイブ」を活用して食育に取り組んだとこ
ろ、以下のことが分かった。
1� ．食まるファイブとバランスガイドとの関連性が

図２　刈谷市食育推進基本理念

はっきりとしていたので、バランスガイドを知らな
い人に対して、食育キャラクター食まるファイブを
活用することで、バランスのよい食生活の大切さ
を、楽しく、分かり易く、伝えることができた。実
行委員自身もさらに学ぶことができ、楽しく本事業
を実施することができた。
2� ．刈谷市において、食育推進を進めている農政課担
当者と協働することで、自主的に食育推進をしてい
る実行委員会の存在と役割を知ってもらうことがで
きた。愛知中央ヤクルト販売株式会社の参加によ
り、企業との協働が実現し、企業の食育推進活動を
知ることが出来た。
3� ．事業名に「食まるファイブと一緒に」と付けたこ
とで事業実施の目的がはっきりとし、参加者にも分
かり易かった。また、料理実習の前に研修という形
で、「バランスの良い食生活について」事業の受講者
に伝えられたことは、料理実習の楽しさだけではな
く、食育への関心を高めることにつながった。
4 �．本事業の実施により、親子が一緒に料理をするこ
とを、子育て世代の父母が求めていることに気づく
ことができた。幼稚園・保育園から小学校へと食育
推進活動する際に「食まるファイブ」を活用するこ
との有効性が感じられた。そして、実行委員が今後
果たしていく役割、市民活動としての関わり方を学
び、次への一歩を踏み出すきっかけとなる事業で
あった。
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協働による「食まるファイブ」を活用した食育の推進

資料１　料理実習レシピ①

資料2　料理実習レシピ②
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資料3　料理実習レシピ③

資料４　募集要項① 資料5　募集要項②
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協働による「食まるファイブ」を活用した食育の推進

資料６　とうかい食育推進だより 資料7　市民だより　かりや
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